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抄録 1 

This study aimed to examine the effectiveness of pair dancing involving indirect physical 2 

contact through the use of tools from the perspective of psychological effects, and the research was 3 

conducted with university students. Specifically, we developed an aerobics-based dance routine 4 

performed by opposite-sex pairs and compared the effectiveness of this dance in two groups: 1) with 5 

indirect physical contact and 2) no physical contact. Our analysis revealed that, regardless of the 6 

physical contact condition, the pair dances performed based on the routine developed in this study 7 

brought about a positive change in students' awareness of interpersonal relationships, similar to 8 

outcomes in a regular dance class. In particular, participants confirmed that pair dancing with indirect 9 

physical contact was enjoyable from the first dance, and that they were able to engage in the dances 10 

with a greater sense of unity and intimacy with their partner. However, an evident problem was that 11 

movement was restricted in the indirect physical contact condition. Therefore, it may be valuable to 12 

take advantage of the characteristics of each condition and consider the order in which the dance is to 13 

be performed, such as transitioning from indirect physical contact to no physical contact. The current 14 

findings could inform future initiatives seeking to effectively facilitate dance with indirect physical 15 

contact in physical education dance classes. 16 

  17 
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Ⅰ. 緒言 1 

学習指導要領の改訂に伴い，保健体育科では，共生の視点を踏まえて授業内容を改善して2 

いくことが求められている 20)．具体的には，「体力や技能の程度，性別や障害の有無にかか3 

わらず，運動の多様な楽しみ方を共有できるようにする 10)」に当たって，原則として男女共4 

習で体育授業を行うことが求められている． 5 

しかしながら，現場における課題として，特に中学生では男女一緒だと気を遣ってしまう6 

ことや接触場面での困惑感，男子向き・女子向きの種目といった学習指導要領の名残が生徒7 

にも存在していることなどが報告されている 9)．その後の調査では，ダンスの男女共習授業8 

の実施率が増加していることが報告されている一方で，課題も浮き彫りとなっており，そこ9 

では特にダンスの指導経験の少ない教員の指導力不足と現代的なリズムのダンスの教材研10 

究の必要性について報告されていた 15, 16)． 11 

男女共習のダンスの授業における課題として，同じ空間にいても男女で分かれてしまう，12 

フォークダンスでは同性同士で実施しているなどが挙げられる 9)．その一方で，経験豊富な13 

指導者であれば，そのような実態であっても，授業の展開や内容を工夫することで，最終的14 

に男女を交流させることが可能であることも報告されている 9)．しかしながら，学校現場で15 

はダンスの指導経験が少ない教員の多くが，ダンス指導に対する難しさ，苦手意識や不安，16 

そして恥ずかしさを抱えていることが報告されている 23, 24)ことからも，そう簡単に実現でき17 

るものではないと言える． 18 

体育におけるダンスは，表現や踊りによる交流を通して，仲間とのコミュニケーションを19 

豊かにすることを重視する運動 10,11)と位置づけられており，相手との身体的コミュニケーシ20 

ョンが重視されている．ダンスの位置づけと前述の実態を踏まえると，授業の導入の段階か21 

ら，異性同士であっても楽しく交流を深めながら踊ることができ，かつダンスの指導経験が22 

少ない教員が使用しやすい教材が必要であると言える． 23 

そこで，体つくり運動の動きを持続する能力を高めるための運動として例示されているエ24 

アロビクス 10)に着目した．エアロビクスは，音楽に合わせて有酸素運動を行うものでありダ25 

ンス的な要素も含むが，生徒と教員の両者から取り組みやすいことが報告されている 7)．こ26 

れらのことから，ダンスの授業の導入において異性同士で楽しく交流を深めながら踊るとい27 

う目的を達成できるように，エアロビクスで行われる基本的な繰り返しのステップに文部科28 

学省のダンス指導のためのリーフレット 12)に示されている動きの例と，腕の動きを中心とし29 

た基本的な運動を加え，それを異性同士のペアで行うダンス教材を考案することとした．加30 
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えた具体的な要素として，基本的なステップで交流を楽しみながらペアで行う要素と，短い1 

動きの繰り返しを含み，体幹部を中心に全身で弾みながら踊るような動き 12)，腕の動きにつ2 

いては，腕を上下に振る，腕を肘から左右に回す，両腕を上下に上げ下げするといった運動3 

を組み合わせることとした．また，交流人数については，本教材は授業の導入としての活用4 

を検討していることに加え，COVID‑19 感染拡大防止対策のため接触人数を減らす観点から5 

ペアでの実施とすることとした． 6 

ペアで踊る際の配慮として，体育特有の身体接触に心理的抵抗感を抱いている生徒がいる7 

こと 19)，および COVID‑19感染拡大防止対策のため，交流方法の工夫として，間接的な身体8 

接触を取り入れたダンスとした．間接接触で行う運動の効果を検討した先行研究 8)では，初9 

対面であっても間接的な身体接触であれば，直接相手と接触を行う場合および身体接触を行10 

わない場合よりも，より交流を深められることが示唆されている．ダンスでは手を繋ぐとい11 

った直接的な接触場面が存在するため，3条件で比較できることが望ましいが，COVID‑19感12 

染拡大防止対策のため本研究では直接接触条件は実施せず，間接接触および接触なしの 2条13 

件で比較を行うこととした．  14 

ダンスの生理学的および心理学的利点と児童・青少年への影響を系統的にレビューした論15 

文では，ダンスの心理的な効果として，人間関係の発展や他者との一体感を高める効果，ま16 

た，気分状態の改善に加え，喜びや楽しさ，幸福感といった感情を増大させる効果があるこ17 

とを報告している 21)．本研究で検討される教材においても，従来実施されているダンスと類18 

似した心理的な効果が得られるか確認する必要があるため，相手との一体感，踊る楽しさ，19 

相手との親密度の変化，気分の変化について検討を行うこととする．これらの心理的な効果20 

の観点から，本研究で検討される教材が異性同士であっても楽しく交流を深めながら踊るこ21 

とが可能であるか検討を行い，中学校および高等学校での本教材の活用可能性について一考22 

する．これらのことから，本研究ではパイロットスタディとして，調査内容に安定して回答23 

のできる大学生を対象に検討を行うこととした． 24 

以上のことから，本研究では，共生の視点を踏まえた授業改善に向け，男女共習のダンス25 

の授業の実施において，他者との交流を自然に促進できるような授業の導入方法の工夫とし26 

て，エアロビクスを応用した異性同士のペアで行うダンスを考案し，そのペアダンスを間接27 

接触で行う場合と接触を伴わずに行う場合で比較し，その有効性について心理的な効果の観28 

点から検討を行う． 29 

 30 
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Ⅱ. 方法 1 

1．対象者 2 

教員養成課程の大学生 53名（男性 22名，女性 31名，平均年齢 20.41歳，SD = 0.96）を対3 

象とした．ペア運動の相手との交流方法の違いによって無作為に 2 群（接触無し群 25 名，4 

間接接触群 28 名）に分けた．ペアを組む際は，異性同士で組むように指示をし，全ての指5 

導はダンスの授業を担当する教員が行った．また，群を構成する人数が奇数の場合は，異性6 

の研究補助者が対象者のペアの相手を実施した．なお，対象者には，研究の目的，内容，研7 

究協力は自由意志によるものであり，参加の意思表示は，何ら不利益を受けることはなくい8 

つでも撤回できることを説明した上で，研究参加への同意を得られた者のみを対象者とした．9 

なお，本研究は研究代表者所属のヒトを対象とする研究に関する倫理委員会の承認（登録番10 

号 H21-0003）を受けている． 11 

2．ペアダンスの内容 12 

エアロビクスを応用したペアダンスの内容を表 1に示した．ダンスの内容を検討するにあ13 

たり，足のステップの動き（駆け足，ステップタッチ，クロスウォーク，弾む運動）をベー14 

スとした各運動が繰り返される構成とした．また，動きに変化を加えるため，表 1 の 12 番15 

目の前半の運動のみ，異なるリズムの取り方の足のステップとした．上半身の動きについて16 

は，それぞれの足のステップに腕を上下に振る，腕を肘から左右に回す，両腕を上下に上げ17 

下げするといった運動を組み合わせた．12番目の運動については，他の運動と比較してリズ18 

ムの取り方が難しいと判断し，足のステップのみとした．全ての運動は相手との動きが鏡合19 

わせになるように実施させた． 20 

使用曲については，120~130 bpmのややゆっくりとしたロック調の曲が，ステップ系の動21 

きを実施しやすいと言われていることから 14)，I like to move it（feat. The Mad Stuntman. Reel 22 

2 Real Dub）（123bpm）を使用した．また，用具として，フェイスタオルを使用した．間接23 

接触条件では，1 人 1枚のタオルを用意し，ペアごとにそれぞれのタオルの端を持ち，間接24 

的に接触した状態でペアと向かい合い鏡合わせのように踊るダンスとした（図 1）．接触な25 

し条件では，同様のダンスをタオルを使用せずに実施した． 26 

＜表 1, 図 1の挿入＞ 27 

3．測定指標 28 

3-1．相手との一体感・踊る楽しさ: 相手との一体感，踊る楽しさを測定するために，Visual 29 

Analogue Scale5)（以下，VASと記述）を使用した．相手との一体感では，100mmの水平な線30 
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の左端を「相手との一体感を全く感じない」，右端を「相手との一体感をとても感じる」，1 

楽しさについては，左端を「全く楽しくない」，右端を「とても楽しい」とし，1mmを 1点2 

としてスコア化した． 3 

3-2．主観的運動強度: 運動強度を測定するために，主観的運動強度（Rating of Perceived 4 

Exertion: 以下，RPEと記述）を使用した 17)．この尺度は，「非常に楽である」から「非常に5 

きつい」までの自覚的な運動強度を 6～20の数値の間で回答するものである． 6 

3-3．親密度: ペアの相手との親密度の変化を測定するために，Aronら 3)によって開発された7 

Inclusion of Other in the Self Scale（以下，IOS尺度と記述）を使用した．この尺度は，7段階8 

の 2つの円の重なりの程度によって，想定する相手との関係性を測定するものである．2つ9 

の円の下に付けられた番号が IOS得点となり，得点が高いほど想定する相手との親密度が高10 

いと判断できる 2)． 11 

3-4．気分:ダンス前後における気分の変化を測定するために，坂入ほか 18)によって開発され12 

た，二次元気分尺度（Two-dimensional Mood Scale: 以下，TDMSと記述）を使用した．この13 

尺度は，気分を表す 8項目に 6件法（0：全くそうでない～5：非常にそう）で回答を求める14 

ことで，快適な興奮状態を示す活性度（－10～＋10点）と快適な沈静状態を示す安定度（－15 

10～＋10 点），およびその合成変数として快適度（－20～＋20 点）と覚醒度（－20～＋2016 

点）の 4種類の心理状態の測定が可能である． 17 

3-5．自由記述: 自由記述では，間接接触条件と接触なし条件による違いを踏まえて，「1. ダ18 

ンスの感想」，「2. 特に楽しいと感じたこと」について自由記述で回答を求めた． 19 

4．手続き 20 

対象者は，ダンスを踊る前に対象のペアダンスに含まれるステップと振付を簡単に 3分程21 

度で確認した．動きを確認した後，ダンスの一連の動きを覚えるために，それぞれの条件（間22 

接接触もしくは接触なし）で 3回ダンスを実施した．ダンスを行う際は，2つのグループに23 

分かれ，ダンスを踊る，鑑賞する（休憩時間を含む）ことを交互に行った．3 回目でおおよ24 

その振付を覚えられていることが確認できたことから，4 回目は条件を入れ替え，いずれの25 

条件のダンスも経験できるように実施した．両群ともに，ダンスの実施前と 3回目のダンス26 

後に IOSおよび TDMSに回答した．VASを用いた一体感と楽しさの程度および RPEについ27 

ては，1 回目のダンス後と 3 回目のダンス後に回答を求め，自由記述については，4 回目の28 

ダンス後に回答を求めた．なお，データの測定は，2021年度に実施した体育専門実技におけ29 

る教職に関わるダンスの 1 授業時間（90 分）内のうち，45 分程度で実施した．研究プロト30 



7 

 

コルを図 2に示した． 1 

＜図 2の挿入＞ 2 

5．分析方法 3 

全ての測定指標について Shapiro-Wilkの正規性の検定を行った結果，全ての指標の帰無仮4 

説が棄却されたが，Levene検定を行った結果，分散の等質性は示された．群間の標本数と標5 

準偏差に大きな差がない場合，分散分析における頑健性は高いとされていることから 22)，全6 

ての指標について，条件（間接接触・接触なし）×測定時期の個人間計画の二元配置分散分析7 

を行った．有意な交互作用または主効果が認められた場合，下位検定として単純主効果検定8 

を実施した．いずれの場合も有意水準は 5%未満，有意傾向は 10%未満で判定し，統計処理9 

には IBM SPSS Statistics 28を用いた．自由記述については，スポーツ心理学を専門とする大10 

学教員を含む 2名で協議し，記述内容の要約と分類を行い整理した． 11 

 12 

Ⅲ. 結果 13 

1．相手との一体感・踊る楽しさ: 相手との一体感の得点について，間接接触と接触なしの有14 

意な交互作用（F（1,50）= 2.19，n.s.），および条件の主効果に有意な差は認められなかった15 

が（F（1,50）= 0.02，n.s），時期の主効果は有意であった（F（1,50）= 46.59，p < .001）．16 

単純主効果の検定を行った結果，間接接触（p < .001）と接触なし（p < .001）ともに，1回目17 

のダンス後よりも 3回目のダンス後の方が一体感が増加していることが確認された（表 2）． 18 

楽しさについては，間接接触と接触なしの有意な交互作用が確認され（F（1,50）= 4.56，19 

p < .05），単純主効果の検定を行った結果，1回目のダンス後は，間接接触の方が楽しさの20 

得点が高い傾向にあった（p < .10）．ダンス前後の変化については，間接接触では楽しさが21 

高まる傾向（p < .10），接触なしでは有意に高まることが確認され（p < .001），3回目のダ22 

ンス後には楽しさの水準は同程度となり条件間の差は見られなかった（図 3）． 23 

2．主観的運動強度: RPE得点について，間接接触と接触なしの有意な交互作用（F（1,50）= 24 

0.20，n.s），および条件の主効果（F（1,50）= 0.05，n.s）は有意ではなかったが，時期の主25 

効果が有意であった（F（1,50）= 26.33，p < .001）．単純主効果の検定を行った結果，間接26 

接触（p < .001）と接触なし（p < .001）ともに，ダンス前後において RPE得点が有意に向上27 

し，両条件ともに 1回目のダンス後よりも 3回目のダンス後の方が主観的運動強度が高いこ28 

とが確認された（表 2）． 29 

3．親密度: IOS得点について，間接接触と接触なしの有意な交互作用（F（1,50）= 0.01，n.s）30 
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は認められなかったが，条件の主効果（F（1,50）= 8.20，p < .01），および時期の主効果が1 

有意であった（F（1,50）= 160.90，p < .001）．単純主効果の検定を行った結果，1回目のダ2 

ンス後（p < .05）および 3回目のダンス後（p < .01）ともに，間接接触の方が接触なしより3 

も IOS得点が有意に高かった．また，間接接触（p < .001）と接触なし（p < .001）ともに，4 

1 回目のダンス後から 3回目のダンス後にかけてペアの相手との親密度が有意に向上してい5 

た（表 2）． 6 

4．気分: 気分の活性度について，間接接触と接触なしの有意な交互作用（F（1,49）= 0.67，7 

n.s.）および，条件の主効果は有意ではなかったが（F（1,49）= 0.69，n.s.），時期の主効果8 

が有意であった（F（1,49）= 68.80，p < .001）．単純主効果の検定を行った結果，間接接触9 

（p < .001）と接触なし（p < .001）ともに，ダンス前後において気分の活性度が有意に向上10 

していた（表 2）． 11 

気分の安定度については，間接接触と接触なしの有意な交互作用が確認され（F（1,49）= 12 

6.35，p < .05），単純主効果の検定を行った結果，ダンス前の接触条件の間に有意傾向が見13 

られ（p < .10），ダンス前では間接接触の方が安定度が高い傾向にあった．ダンス前後の変14 

化では，間接接触（p < .001）および接触なし（p < .01）ともに安定度が有意に低下し，ダン15 

ス後には条件間に有意差は見られず，両条件で安定度は同程度まで低下した． 16 

気分の快適度では，間接接触と接触なしの交互作用に有意傾向が認められた（F（1,49）= 17 

4.02，p < .10）．単純主効果の検定を行った結果，ダンス前の接触条件の間に有意差が見ら18 

れ，気分の安定度と同様にダンス前では間接接触の方が快適度が有意に高かった（p < .05）．19 

ダンス前後の変化については，間接接触では高い水準のまま変化がなかったのに対して，接20 

触なしでは有意に快適度が向上し（p < .001），3回目のダンス後には両条件間に有意差は見21 

られず，両条件ともに快適度が高い水準となった． 22 

 気分の覚醒度については，間接接触と接触なしの有意な交互作用（F（1,49）= 0.45，n.s.）23 

および，条件の主効果は有意ではなかったが（F（1,49）= 1.05，n.s.），時期の主効果が有意24 

であった（F（1,49）= 123.45，p < .001）．単純主効果の検定を行った結果，間接接触（p < .001）25 

と接触なし（p < .001）ともに，ダンス前後において気分の覚醒度が有意に向上していた． 26 

5．自由記述: 間接接触条件と接触なし条件による違いを踏まえて 1.ダンスの感想，2. 特に27 

楽しいと感じたことについて回答を求めた結果について，要約と分類を行い表3にまとめた．28 

主要な結果として，ダンスの感想では，全体として相手との一体感に関する回答が多く見ら29 

れた（「間接接触条件の方が踊っている時の相手との一体感を感じた（合計 23名）」「接触30 
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なしだと踊っている時の一体感が減少した（合計 6名）」）．親密さについて，親密さの高1 

まりについては，「ダンスの回数を重ねたことで（合計 16名）」，という回答が中心であっ2 

たが，踊っている時に感じる親密さについては，いずれの実施順序であっても「間接接触の3 

方が，踊っている時に相手との心の距離の短縮・親密感を感じた（合計 11名）」という回答4 

が得られた．実施順序に関わる特徴的な回答としては，間接接触を先に実施した群では，45 

回目に実施した「接触なし条件の方が踊りやすかった（13名）」という回答である．接触な6 

しを先に実施した群では，相手との一体感や親密さが生じた理由を，ダンスの回数を重ねた7 

ことに帰属（14名）していることが特徴的であった．楽しさについては，実施順序に関わら8 

ず，「相手と動きが合わさっていく・合わせることが楽しかった（合計 24名）」，「友達の9 

ダンスの鑑賞が楽しかった（合計 21名）」などの回答が得られた．  10 

＜表 2, 3, 図 3の挿入＞ 11 

Ⅳ. 考察 12 

楽しさについては，VASの得点から，両条件ともにダンスの回数を重ねることによって楽13 

しさの実感が高まることに加えて，間接接触条件の方が 1回目のダンスからより楽しさを感14 

じる傾向が確認された．これは，相手と繋がっていることによって，勝手に体が動かされる15 

という仕組みが関係していると考えられる．具体的には，自由記述の「相手が引っ張ってく16 

れるから踊りやすい」という回答にあるように，例えばダンスが苦手であったり，振付を覚17 

えられていなくても，ペアの相手のどちらかが動いてくれることによって，勝手に体が動か18 

されるということである．これらのことから，1 回目のダンスから楽しく感じることができ19 

た可能性がある．また，両条件に共通して「相手と動きが合わさっていく・合わせること」20 

が楽しかったという回答が多く，これはペアで行うダンスを実施する上でおさえるべき重要21 

な視点であると考えられる．  22 

親密度の変化については，IOS得点の変化と自由記述から，接触条件に関わらずダンスの23 

回数を重ねていくことによって，ペアの相手との親密度が高まることが確認された．ダンス24 

の授業が対人関係に関する意識に肯定的な変容をもたらすことは先行研究において報告さ25 

れており 13)，それが本研究で考案されたエアロビクスを応用したダンスであっても確認され26 

た． 27 

また，自由記述において「間接接触の方が，踊っている時に相手との心の距離の短縮・親28 

密感を感じた」といった回答が 11 名から得られており，接触なし条件の方が親密感を感じ29 

たという回答は見られなかった．その理由として，相手との一体感の増大が相手との親密さ30 
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の高まりに影響すること 1)が関係していると考えられる．先行研究において 8)，間接的な身1 

体接触で行うペア運動は，身体接触を行わないよりも，他者との一体感を感じやすいことを2 

報告している．本研究においても「間接接触の方が踊っている時の相手との一体感を感じた」3 

といった回答は 23 名から得られているが，接触なし条件の方が一体感を感じたという回答4 

は見られなかった．これらのことから，間接接触条件の方が一体感をより感じやすかったと5 

考えられる．ダンスでは，相手と物理的に繋がっていない場合でも，相手と動きを合わせる6 

といった活動などを通して一体感を感じることは可能であると考えられる．しかしながら，7 

本授業の受講者のようにダンスの初心者である場合，物理的に相手と繋がっている方が，そ8 

の感覚が分かりやすかった可能性がある．これらのことから，間接的な接触であっても相手9 

と物理的に繋がっていることが，相手との一体感の実感をより高めることに影響したと考え10 

られる． 11 

それぞれの条件による踊りやすさについては，条件の実施順序によって回答が異なる傾向12 

が見られた．「接触なしの方が踊りやすかった」と回答した対象者は，間接接触条件を先に13 

実施し，4 回目に接触なし条件を実施した群の対象者のみであり，一方で「間接接触の方が14 

踊りやすかった」と回答した対象者は，両方の群から見られた．物理的に相手と繋がってい15 

ることにより，動きに少し制限がかかる間接接触で行うダンスの方が踊りやすいと回答した16 

対象者は，ペアの相手に動きを誘導してもらえることや動きが合わせやすいことが主な理由17 

で，実施順序にはあまり関係がなかったと考えられる．それに対して，接触なし条件では，18 

自由にアレンジできる，思い切り動くことができる，といった回答から，間接接触でダンス19 

を行った後だからこそ，より強調される楽しさを感じていたと考えられる． 20 

本研究では実施順序による効果は検討できていないため今後の検討課題であるが，実施順21 

序としては，間接接触でダンスを行ってから，次に接触なしのダンスへ移行し，身体の動き22 

を大きくしていく，自由にアレンジさせていくという段階を踏みながら導入していくことが，23 

それぞれの接触条件の特性をより活かすことのできる活用方法であると考えられる．また，24 

1 回の授業での実施回数については，両条件ともに 3 回目のダンス後の主観的運動強度の平25 

均点がややきつい～きついに当てはまる 14 点前後であったことから，1 回の授業での実施26 

は 2 回程度が望ましいと考えられる．その点においても，1 回目に間接接触で実施し，2 回27 

目に接触なしで実施するといった段階の踏み方が効果的ではないかと考えられる． 28 

気分の変化については，間接接触条件と接触なし条件に顕著な違いは見られなかったが，29 

気分の安定度については，間接接触条件の方がより低下することが確認された．安定度の得30 
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点をみると，低下しているものの活動に適した心理状態の得点の範囲であることから，不快1 

な緊張状態への変化ではなく，運動前の安静な状態から，活動に適した活性化した状態への2 

変化だと言える．しかしながら，運動時の直接的な身体接触は気分の安定度の低下をもたら3 

すことが報告されていることからも 6)，間接接触条件では間接的にではあるが相手と接触し4 

ていることによって，接触なし条件よりも気分の安定度が低下しやすいと考えられ，その点5 

は配慮する必要があると言える． 6 

研究の限界として，対象者が大学生であることから，中学校および高校生で実施した場合，7 

異なる心理的な効果が確認される可能性も考えられる．また，導入という位置づけで実施し8 

たが，導入としての教材の効果を検討するためには，その後の授業での活動についても検討9 

する必要がある．さらに，COVID‑19 の影響により直接接触して踊る条件を設定できなかっ10 

たことから，相手と直接接触して踊る条件との比較も必要であると言える． 11 

これらの限界は残るが，本研究によって，ダンスの授業の導入として体つくり運動の要素12 

を取り入れたペアダンスの効果を検討し，異性同士のペアであっても楽しくダンスに取り組13 

めることが確認できた．また，間接的な身体接触をペアダンスに取り入れることで，相手と14 

の一体感をより感じられる一方，動きに制約がかかることから，実施順序を考慮して接触を15 

しないペアダンスと組み合わせて活用することが有効であると示唆された．現在コロナ禍は16 

収束しつつあるが，道具を介して物理的に接触することで，相手と身体的な距離と取りなが17 

らも心の距離は縮めることができる交流方法としても提案できると考えられる．本研究の結18 

果は，中学校および高等学校の男女共習のダンスの授業における課題の改善の一助になるこ19 

とが期待され，今後，中学校および高等学校で効果を実証する価値があると言える． 20 

 21 

Ⅴ. 要約 22 

本研究は，道具を活用した間接接触で行うペアダンスの有効性を心理的な効果から検討す23 

ることを目的とし，大学生を対象として研究を実施した．具体的には，エアロビクスを応用24 

した異性同士のペアで行うダンスを考案し，そのペアダンスを間接接触で行う場合と接触を25 

伴わずに行う場合で比較検討した．その結果，いずれの条件であっても，通常のダンスの授26 

業で得られるような，対人関係に関する意識の肯定的な変容をもたらすことが確認された．27 

特に，間接接触で行うダンスは，1 回目のダンスから楽しく，相手との一体感や親密さの高28 

まりをより感じながらダンスに取り組めることが確認された．その一方で，間接接触では接29 

触なしと比べて動きに制限がかかるという課題もあることが明らかとなった．これらのこと30 
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から，それぞれの条件の特徴を活かして，間接接触から接触なしへの移行といった実施順序1 

を考慮した活用が必要であると考えられる．今後，これらの知見を応用し，ダンスの指導場2 

面において間接接触で行うダンスが効果的に活用されていくことが期待される． 3 

 4 
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図表一覧 

 

 

 

 

図 1 タオルを活用した間接接触で行うペアダンスの実施例 
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図 2 研究プロトコル 
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図 3 交流方法の違いによる 1回目と 3回目のダンス後の楽しさの変化の比較 
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表 1 ペアで行うダンスの内容 

 

  

No Time Count

1 0:16~ 8×4

2 0:31~ 8×4

3 0:46~ 8×4

4 1:02~ 8×4

5 1:18~ 8×4

6 1:33~ 8×4

7 1:50~ 8×4

8 2:05~ 8×4

9 2:20~ 8×4

10 2:37~ 8×4

11 2:52~ 8×4

12 3:07~ 8×4

13 3:24~ 8×2

使用曲：I like to move it（feat. The Mad Stuntman）Reel 2 Real Dub．曲の長さ3:43．

（数字）内の数字はカウントを表す．

運動の内容

お互いに背中合わせになるように右足を一歩踏み出して（1），左足で戻ってお互

いに正面になり（2），右・左・右（3,4）でその場で足踏み，左足を背中合わせに

なるように一歩踏み出して（5），左足で戻ってお互いに正面になり（6），右・

左・右（7,8）でその場で足踏み．一連の流れで8×1，これを左右2回ずつ（8×

2）．サイドステップで右回り（8×1）．サイドステップで左回り（8×1）

右回りに歩く（8×1），左周りに歩く（8×1），最後は２人で自由にポーズ

No2の動きを繰り返す

No2の動きを繰り返す

No4の動きを繰り返す

No4の動きを繰り返す

No5の動きを繰り返す

腕を上下に振りながら，右に1周．左に1周駆け足で回り，間接接触ではペアの相手

にタオルを渡して繋がる

両腕を肘から右左に回しながら，足はステップタッチ（後ろに足をクロスする）

（8×2）．軽く弾みながら，相手と鏡合わせになるように腕を上下に大きく動かす

（2カウントずつ腕の上下を入れ替える）（8×2）

No2の動きを繰り返す

進行方向に肘から腕を回しながら，足はクロスウォークで1往復（8×2）．軽く弾

みながら，両手を上に挙げて振る，下に下げて振る（2カウントずつ腕の上下を入

れ替える）（8×2）

腕を上下に振りながら駆け足で右に回る（8×2）．腕を上下に振りながら駆け足で

左に回る（8×2）（図1上段）

足はステップタッチの動きで左右に1回ずつ腕を振り（1~4），1回転回る（5~8）

運動を左右2回ずつ行う（8×4）（図1下段）
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表 2 交流方法の違いによるダンス前後における各測定指標の変化 

 

 

  

交互

作用
条件 時期

M (SD ) M (SD ) M (SD ) M (SD )

一体感 4.40 (1.26) 5.85 (0.70) 4.63 (1.12) 5.56 (1.10) 2.19 0.02 46.59***

楽しさ 5.35 (0.95) 5.64 (0.87) 4.85 (1.11) 5.61 (0.99) 4.56* 1.10 22.49***

RPE 主観的運動強度 13.00 (2.02) 14.68 (1.68) 12.96 (2.91) 14.96 (2.40) 0.20 0.05 26.33***

IOS 親密度 3.25 (1.46) 5.71 (0.94) 2.38 (1.44) 4.88 (1.26) 0.01 8.20** 160.90***

活性度 2.00 (3.46) 6.85 (2.81) 0.42 (4.97) 6.33 (3.33) 0.67 0.69 68.80***

安定度 6.33 (1.90) 2.30 (1.86) 5.21 (2.70) 3.25 (2.72) 6.35* 0.03 52.79***

快適度 8.33 (3.91) 9.15 (3.21) 5.63 (5.57) 9.58 (4.82) 4.02† 1.40 9.28**

覚醒度 -4.33 (3.99) 4.56 (3.52) -4.79 (5.74) 3.08 (3.72) 0.45 1.05 123.45***

†p  <.10, * p  <.05, **p  <.01, ***p  <.001

TDMS

F 値 F 値 F 値

VAS

ダンス前 ダンス後3 ダンス前 ダンス後3

間接接触 接触なし

ダンス後1 ダンス後3 ダンス後1 ダンス後3
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表 3 交流方法の違いによるダンスの感想と特に楽しかった体験の分類 

 

 

なし

→間接

間接

→なし 合計 n

間接接触の方が，踊っている時に一体感を感じた 9 14 23 53

接触なしだと踊っている時の一体感が減少した 0 6 6 53

ダンスの回数を重ねることによって相手との親密さの高まりを感じた 14 2 16 53

間接接触の方が，踊っている時に相手との心の距離の短縮・親密感を感じた 5 6 11 53

間接接触の方が，踊っている時に相手を意識した 9 0 9 53

接触なしの方が，踊っている時に相手を意識した 2 4 6 53

接触なしの方が踊りやすかった（開放感が得られる，思い切り動くことがで

きる，自由にアレンジができる，間接接触は動きが制限される，など）
0 13 13 53

間接接触の方が踊りやすかった（相手と合わせやすい，相手が引っ張ってく

れる，抵抗感なく相手と繋がれる，など）
2 5 7 53

なし

→間接

間接

→なし 合計 n

相手と動きが合わさっていく・合わせることが楽しかった 12 12 24 53

リズムに合わせることが楽しかった 6 4 10 53

上達 回を重ね上達していったことが楽しかった 9 4 13 53

親和性 相手と仲良くなっていくことが楽しかった 2 4 6 53

鑑賞 友達のダンスを鑑賞することが楽しかった 9 12 21 53

回答数

合わせる

こと

ダンスの感想（一体感・親密さ・接触方法に関するもの）

特に楽しいと感じたこと

相手への

意識

踊りやすさ

相手との

一体感

親密さ


